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̈ɹݱ ＊1 6M54：ୈ �ੈ୅移動通信ํࣜの 1ͭ．೔
ຊɾϤーϩッύをத৺に޿く採用されて
いる．ଞのํࣜとして，๺ถをத৺に採
用されている Ddma���� が͋る．

＊2 (P34 ： (SM，6MTS で採用されている
ύέッτ通信システϜ．

＊� *V 'leY ：ಉҰエリアを複数のίアノード
で制御するํࣜ．

＊� 5A ：̍ͭまたは複数のセルからߏ੒さ
れ，ωッτϫーク্で؅理される移動端
末の位置をࣔすセル୯位．

�� ·͕͖͑
-TE のඪ४Խとಉ時ظに，All-*P

ωッτϫークのඪ४Խが�(PPにて

された．ͦの݁Ռ，֤छແઢシࢪ࣮

ステϜを含Ήύέッτωッτϫーク

શମとしてEPS（Evolved PaDLet SyT-

tem），ίアωッτϫークとしてEPC

（Evolved PaDLet Core）が，�(PP

3eleaTe � 定されたنとして༷࢓

<1><�>．EPCでは，-TEແઢアクセ

スの΄かにも，�(PPでن定されて

いる �(��( ແઢアクセス（(SM，

6MTS（6niverTal Mobile TeleDom-

mVniDationT SyTtem）＊1），ແઢ-AN，

8iMA9，�(PP� ແઢアクセス

（C%MA���� 1x E7-%0など）が収容

できる<�>．

ドίモでは-TEແઢアクセスのಋ

ೖに合わͤて，ίアωッτϫークに

͓いてもEPCをಋೖした．EPCは，

F0MAで採用している(P3S（(en-

eral PaDLet 3adio ServiDe）＊2をൃలさ

ͤたアーΩテクνϟで͋り，(P3S

とのҟແઢ間移動制御も容қにでき

るよ͏ઃܭされている．

� ( で は ， ॳ ൛ で ͋ る � ( P P

3eleaTe ༷࢓��がن定されたޙ，ύ

έッταービスの੒௕に൐い，ஈ֊

తにػ能が௥Ճされた．EPCでは，

ͦれらの௥Ճػ能をج൫ػ能として

۩උすることにより，よりシϯϓル

かͭॊೈな制御を可能としている．

ྫ͑ば，�(PP 3eleaTe �でن定さ

れた*V Flex＊�<�>は，3eleaTe �Ҏલの

移動端末がରԠできるൣғで࣮ݱし

ているたΊ，ಉҰエリアを処理でき

るノード数に制໿が͋る．移動端

末ʗແઢアクセスʗίアωッτϫー

クがす΂て৽نઃܭとなる-TE͓よ

ͼ EPC では，ج൫ػ能として S1-

Flexが位置෇͚られ，ϓϩτίルઃ

)�，がなされたたΊܭ よりॊೈな

ӡ用が可能となっている．

ຊߘでは，EPCをߏ੒する特௃త

な技術として，S1-Flex，MVlti TA

（TraDLing Area）＊� 3egiTtration，*Pv�

ରԠの�఺にͭいてղઆする．いͣ

れのػ能も，�(��( でのݧܦをج

に，-TE͓よͼEPCにてվળがਤら

れている．

�ɽ4��'leY
-TE ͓よͼ EPC では，ج஍ہ
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（eNodeB：evolved NodeB）が複数

の MME（Mobility Management

Entity）＊5に帰属可能とする S1-Flex

技術が採用されている．Pool Area＊6

では TA が変わっても，MME を変

更することなく呼制御が可能とな

る（図1）．

2.1 制御方式
位置登録時に移動端末に割り当て

るユーザ識別子には，MMEの識別

子（MME Code）が含まれている．

移動端末内でMME Codeを記憶し，

次回アクセス時に，移動端末は

MME CodeをeNodeBに通知する．

eNodeB では，MME Code より

Pool Area内のMMEを特定し，信号

を転送する．MME CodeからMME

を特定できない場合は，eNodeBは

Pool Area内の任意のMMEに信号を

転送する（図2）．

また，MMEは自らの処理能力を

33

＊ 5 MME ： eNodeB を収容し，モビリティ制
御などを提供する論理ノード．

＊ 6 Pool Area：MME とeNodeB との間でフ
ルメッシュ接続されるエリア．MME
Pool Area とも呼ばれる．
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図1 S1-Flex 概要
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図2 S1-Flex 制御方式
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任意のλΠϛϯάでeNodeBに通知

することが可能で͋り，eNodeBは

処理能力にԠ͡たMMEબ୒が可能

で ͋ る ． さ ら に ， M M E ো ֐ ΍

M M E ෛ ՙ ঢ় ଶ を ݕ 知 し て ， ଞ

MMEをબ୒する論理を۩උするこ

とが可能で͋る．

2.2 41�'MFYͷϝϦοτ
S1-Flexのメリッτは次の�఺で͋

る．

ᶃMMEෛՙのۉ౳Խ

ൺֱత޿い Pool Area を複数

のMMEで処理するたΊ，ہॴ

తなෛՙのภりが͋っても，

MME ෛՙのۉ౳Խがਤられ，

ઃඋར用ޮ཰が্޲する．

ᶄMMEと)SS（)ome SVbTDriber

Server）＊ � との間の位置登録数

のݮ࡟

移動端末が Pool Area 内で移

動する場合，MMEを移動する

ことなく呼制御が可能で͋る．

ͦのたΊ，MMEと)SSとの間

の位置登録処理を཈制でき，݁

Ռతにઃඋ数のݮ࡟が可能とな

る．

ᶅ信པੑの্޲

Ұ෦のMMEがނোした場合

に も ， ਖ਼ ৗ に 動 ࡞ し て い る

MMEに৽ن呼を接続すること

ができる．MMEがނোしても

αービスதஅを回ආ可能で͋

り，ωッτϫークとしての信པ

ੑが্޲する．

�ɽMVlUJ 5A
3eHJTUraUJoO

-TE ͓よͼ EPC では，Pool Area

内に複数の TAをઃܭすることが可

能で͋り，さらに，͋る Pool Area

内のTAをωッτϫークにて，移動

端末͝とにリスτԽ（TA--iTt）して

割り当てることが可能で͋る．ຊ制

御により，移動端末が位置を移動し

するTAが変わっても，TA--iTtݍࡏ

内の変更で͋れば，移動端末はωッ

τϫーク΁位置登録信号を送信しな

い．ͦのたΊ，移動端末͝とにωッ

τϫーク΁位置登録信号を送信する

λΠϛϯάを変更することが可能と

なる．したがって，ྫ͑ばిं移動

により，ଟくの移動端末がҰ౓に

TA をまたがったとしても，移動端

末͝とのTA--iTt 内の移動もしくは

TA--iTt֎の移動となり，TA--iTt֎

の移動となる移動端末のΈがωッτ

ϫーク΁位置登録信号を送信するこ

とになるたΊ，移動端末とMMEと

の間の位置登録ෛՙの෼ࢄがਤれ

る．

�.1 制御方式
�TA--iTtの割当て

͋るPool Area 内に͓いて，移動

端末がωッτϫークにରして送信す

る位置登録ཁٻ信号には，移動端末

がݍࡏしている TA がઃ定される．

MMEは位置登録ཁٻ信号をड信す

ると，ͦの信号にઃ定された TAと

自਎でอ࣋するTA--iTtをൺֱする．

次に，当信号内のTAを含ΉTA--iTt

をબ୒し，位置登録Ԡ౴信号にઃ定

し，移動端末΁通知する．

�TA--iTt 割当てޙの移動端末の位

置登録動࡞

TA--iTt 割当てޙの位置登録動࡞

を，移動端末6E�aをྫとして，図

�にࣔす．6E�aは，位置登録Ԡ౴信

号（TA6 aDDeQt ： TraDLing Area

6Qdate aDDeQt）にてMMEからTA-

-iTt�a@1（TA�1，TA��）が割り当て

られている．6E�a が TA�1 から

TA�� に移動しても，લड़のと͓り

TA--iTt�a@1 の TA 内の移動のたΊ，

6E�a はωッτϫークにରして位置

登録信号ཁٻ（TA6）を送信しな

い．6E�aがTA��からTA��΁移動

すると，TA--iTt�a@1のTA֎の移動

のたΊ，6E�a は TA�� をઃ定した

TA6 をωッτϫーク΁送信する．

MMEは6E�aからTA6をड信する

と，ຊྫでは TA--iTt�a@� をબ୒し

て，TA6 aDDeQtにઃ定する．

�ϖーδϯά＊�処理

ແ通信ঢ়ଶがҰ定時間ܧ続される

と，移動端末とのແઢ۠間のϕア

ϥ＊9はղ์される．ͦのޙ，ղ์લ

に接続していたαーόなどから移動

端末͚޲にユーザύέッτσーλが

送信されると，MMEは，ແઢ۠間

のϕアϥを࠶ઃ定するたΊにϖーδ

ϯά処理を͏ߦ．

MVlti TA 3egiTtrationをӡ用して

いる場合には，移動端末の TA৘ใ

はTA--iTtとして؅理しているたΊ，

MME はݍࡏதの TA をҰ意に特定

できない可能ੑが͋る．ͦのたΊ，

MMEはTA--iTt内のす΂てのTAに

ରしてϖーδϯά信号を送信する．

移動端末はϖーδϯά信号をड信す

34

＊� )44 ： �(PP 移動通信ωッτϫークに͓
͚るՃೖऀ৘ใσーλϕースで͋り，ೝ
ূ৘ใ͓よͼݍࡏ৘ใの؅理を͏ߦ．

＊� ϖʔδϯά：ண信時に移動端末をҰ੪に
呼ͼग़す処理．

＊9 ϕΞϥ：ຊߘでは，ユーザσーλύέッ
τのܦ࿏．
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るとແઢϕアϥのઃ定をߦい，ݍࡏ

தのTAにてユーザύέッτσーλ

のड信が可能となる．

�ɽ*PW�ରԠ
E P C で は ， 移 動 端 末 と P % N

（PaDLet %ata NetXorL）＊1�が*Pv�にର

Ԡしている場合に，*Pv�アドϨスを

෇༩することができる．また，�(

とҟなり，*Pv��*Pv� σュアルスλ

ックにରԠしている．*Pv�アドϨス

を෇༩するࡍに，EPCは移動端末͝

とに ��bit のάϩーόルユχΩϟス

τアドϨス＊11の*Pv� PreGix＊12を෇༩

する．EPC が移動端末に෇༩する

*Pv� PreGixは，内෦でࣄલにอ࣋す

るํ๏と，P%N からऔಘするํ๏

が͋る．*Pv� PreGixをP%Nからऔಘ

する場合は，3adiVT＊1�を࢖用する．

�.1 *1W�ΞυϨεઃఆ
移動端末は，*Pv�のリϯクϩーΧ

ルアドϨス＊ 1� とάϩーόルユχΩ

ϟスτアドϨスをอ࣋する．ͦれͧ

れのઃ定ํ๏͓よͼҰൠతな*Pv�ア

ドϨスઃ定とのࠩҟを次にड़΂る

（図�）．

�リϯクϩーΧルアドϨス

ϕアϥཱ֬のࡍに，EPCから移動

端末にରして*nterGaDe *% ＊15が通知

される．移動端末は通知された

*nterGaDe *%をඞͣ用いてリϯクϩー

ΧルアドϨスをੜ੒する．移動端末

はE6*-��＊16をอ࣋していないたΊ，

EPCから通知した*nterGaDe *%を用

いる఺が，Ұൠతな*Pv�アドϨスઃ

定とҟなる．

�άϩーόルユχΩϟスτアドϨス

ϕアϥのઃ定がྃ׬すると，EPC

は移動端末にରして 3A（3oVter

AdvertiTement）＊1�を送信する．3Aに

35

＊ 1� P%/ ： EPC が接続する֎෦のωッτϫ
ーク．

＊ 11 άϩʔόϧϢχΩϟετΞυϨε： *Pv�
で定ٛされている，Πϯλーωッτ্で
1 ର 1 通信を͏ߦときに࢖用するアドϨ
ス．

＊ 12 *PW� PreGJY： *Pv�アドϨスの 1��bitの͏
ͪ，ઌ಄の ��bit の෦෼．*Pv� に͓͚るω
ッτϫークアドϨスに૬当する．

＊ 1� 3aEJVT ：ೝূ΍՝ۚを͏ߦたΊに࢖わ
れるϓϩτίル．

＊ 1� ϦϯΫϩʔΧϧΞυϨε： *Pv� で定ٛさ

れている，リϯク内（ಉҰルーλ഑Լの
ωッτϫーク内）で࢖用するアドϨス．

＊15 *OUerGaDe *% ： *Pv� アドϨスの 1��bit の
൒の��bitޙ，ͪ͏ の෦෼．
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TA-List for UE#a

TAU accept 
 

（TA-List#b_2 
（TA#2, TA#3）） 

TAU（TA#2） TAU（TA#1） 

TA accept 
 

（TA-List#b_1 
（TA#1）） 

TAU accept 
 

（TA-List#a_2 
（TA#3）） 

TAU（TA#3） 

TA-List TA

#a_1 TA#1, TA#2

#a_2 TA#3

#b_1 TA#1

#b_2 TA#2, TA#3

TAU accept 
 

（TA-List#a_1 
（TA#1, TA#2）） 

TAU（TA#1） 

図� MVlUJ T" 3eHJTUSBUJoO
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ઃ定された*Pv� PreGixを用いて，移

動端末は*Pv�アドϨス（άϩーόル

ユχΩϟスτアドϨス）をੜ੒する

<�>．ͦのࡍ，どのよ͏な *nterGaDe

*% を用いて *Pv� アドϨス（άϩー

όルユχΩϟスτアドϨス）をੜ੒

してもߏわない．また，移動端末は

ωッτϫークに通知することなく，

*nterGaDe *% を変更することがで

きる．

�.2 *1W�ύϥϝʔλઃఆ
EPCは移動端末にରして，*Pv�の

%NS（%omain Name SyTtem）＊1�αー

όアドϨス（%NSv�）などのύϥメ

ーλઃ定を͏ߦことができる．ྫ͑

ば，*Pv� の %NS αーόアドϨスઃ

定ํ๏として，次のࡾ通りの通知ํ

๏が͋る．

ᶃPC0（ProtoDol ConGigVration

0QtionT）＊19による通知

EPCは，ϕアϥ接続Ԡ౴信号

の PC0 に %NSv� をઃ定して，

移動端末΁通知することができ

る．

ᶄ3Aによる通知

EPCは，ϕアϥཱ֬ޙに移動

端末にରして送信する 3A に，

%NSv�を含Ίて通知することが

できる．

ᶅ%)CP（%ynamiD )oTt ConGigV-

ration ProtoDol）＊2�v�による通知

移動端末は，3A で %)CPv�

のى動がཁٻされた場合に，

%)CPv�のཁٻ信号をEPC΁送

信する．EPCは，%)CPv�のԠ

౴信号に %NSv� を含Ίて通知

することができる<�>．

ᶄᶅは通ৗの *Pv� とಉ༷ͩڥ؀

が，ᶃはEPCで特༗のઃ定ํ๏で͋

る．

�� ͋ͱ͕͖
ຊߘでは，EPCを͑ࢧる特௃తな

技術として，S1-Flex，MVlti TA 3eg-

iTtration，*Pv�ରԠにͭいてղઆし

た．S1-Flexのಋೖにより，信པੑの

ங可能で͋ߏいωッτϫークがߴ

る．また，MVlti TA 3egiTtrationに

より，位置登録ෛՙの෼ࢄがਤれ

る．さらに，*Pv� にରԠすること

で，*Pv�アドϨスのׇރにඋ͑るこ

とができる．

も，-TEޙࠓ と �( との間で位置

登録がলུ可能な*S3	*dle mode Sig-

nalling 3edVDtion
΁のରԠなど，

EPCωッτϫークのൃలをਐΊてい

く༧定で͋る．

จɹݙ
<1> �(PP TS�����1 7��1��� ：“(eneral

PaDLet 3adio ServiDe 	(P3S
 enIanDe-
mentT Gor Evolved 6niverTal TerreTtrial
3adio ADDeTT NetXorL 	E-6T3AN

aDDeTT
” %eD� ��1��

<�> ੢ా
 ΄か：“All-*P ωッτϫークを࣮
ݱ す る SAE ج ຊ 制 御 技 術 
” ຊ ࢽ 

7ol�1�
 No��
 QQ��-1�
 0Dt� �����

<�> �(PP TS������ 7����� ：“ArDIiteDtVre
enIanDementT Gor non-�(PP aDDeTTeT
”
+Vn� ��1��

<�> ُ࡚
 ΄か：“�(（CS�PS）収容エリア
のαービスதஅ回ආを໨తとした *V
Flexの։ൃ
” ຊࢽ
 7ol�1�
 No�1
 QQ���-
��
 AQr� ��11�

<�> *ETF 3FC���� ： “*Pv� StateleTT
AddreTT AVtoDonGigVration
” �����

<�> *ETF 3FC���� ：“StateleTT %ynamiD
)oTt ConGigVration ProtoDol 	%)CP

ServiDe Gor *Pv�
” Dec. �����

36

＊16 E6*��� ： MAC アドϨスからのϚッϐϯ
άで࡞られる，��bit のΠϯλフΣース識
別子．

＊1� 3A ： *Pv� の֤छ৘ใをリϯク内の端末
΁通知するたΊにルーλから送信する信
号．

＊1� %/4 ： *P ωッτϫーク্のϗスτ໊と
*P アドϨスのରԠ෇͚を͏ߦシステϜ．

＊19 P$0 ：ϕアϥཱ֬信号で，֤छϓϩτί
ルのΦϓシϣϯを転送する．

＊2� %)$P ：ωッτϫークに接続したίϯϐ
ューλに，*P アドϨスなどの৘ใを自動

తに割り当てるϓϩτίル．
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ᶅ̝ϦϯΫϩʔΧϧ 
ΞυϨεੜ੒ 

ᶇ̝άϩʔόϧ 
ϢχΩϟετ 
ΞυϨεੜ੒ 

ᶈ̝%)$1W�ͷىಈ͕ 
ཁ͞ٻΕͨ৔߹ 

ᶃ̝ϕΞϥ઀ଓཁٻ 

ᶄ̝ϕΞϥ઀ଓԠ౴（*Oterface *%, 1$0（%/4W�）） 

ᶉ̝%)$1W�（%/4W�） 

ᶆ̝3A（*1W� 1refiY, %/4W�） 

Ҡಈ୺຤ 

U-1MaOeτϯωϧ 
E1$

図 � *1W6ΞυϨεઃఆ
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